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スラリー安定化処理設備の検討状況

設備内洗浄水
として供給

ALPS処理

HIC HIC

スラリー抜出装置

洗浄廃液空HIC洗浄･解体

スラリー脱水装置

スラリー安定化処理設備を構成する「スラリー抜出装置」，「スラリー脱水装置」について，下記の観点で
成立性検討を実施した。

スラリー抜出装置

水流による攪拌を行い，スラリー抜出の成立性を確認。

スラリー脱水装置

模擬スラリーを使用した脱水試験により，スラリーの脱水性を確認。

マニピュレータを使用した遠隔操作試験により，セル内の機器配置の成立性，脱水処理およびメンテナン
スの成立性を確認。

脱水処理時，脱水物充填時において有意なダスト飛散がないことを確認。

セル

バッグポート

グローブポート

マニピュレータ

脱水物
充填容器

フィルター
プレス機搬出
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スラリー安定化処理設備 設置候補地の見直し

機器配置設計の状況

スラリー安定化処理設備は，使用済みセシウム吸着塔一時保管施設（第三施設）北側を候補地として配置設計を
進めており，配置が成立することを確認した。

他方で、スラリー抜出後のHICの解体に関しても、解体設備をスラリー安定化処理設備近傍に設置することで一
連の作業の合理化を図れることから、設置候補地をCエリアに変更し、配置検討を進める方針とした。

設置候補地の見直しにより，当初の候補地であった使用済みセシウム吸着塔一時保管施設（第三施設）北側は，
HIC保管容量逼迫のリスク回避のため，保管施設の拡張のためのエリアとして確保する。
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これまでの敷地利用計画

第一施設

第二施設

第三施設

G6タンクエリア

第三施設 北側

スラリー安定化処理設備

Cエリア

燃料デブリ関連施設等

第一施設

第二施設

第三施設

G6タンクエリア

Cエリア

スラリー安定化処理設備

Satellite Image (C)[2022] Maxar Technologies. Satellite Image (C)[2022] Maxar Technologies.

見直し後の敷地利用計画

第三施設 北側

拡張のためのエリアとして確保



スケジュール
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

中長期リスクの
低減目標マップ
(主要マイルストー
ン)

成立性確認
ホールドポイント

基本設計

詳細設計

実施計画

設置工事

モックアップ

（実スラリー）

課題
・HIC解体エリアを含めた導線の見直し
・敷地変更に伴うプロセス設計，機器配

置設計等の見直し
抜出装置のモックアップ（実スラリー）
装置設計・製作

課題
・モックアップ（実スラリー）の結果によ

る装置の見直し

課題
・地質調査の結果を踏まえ，必要

に応じ地盤改良範囲の見直し
・実機用フィルタープレス機の動

作確認後のフィードバック

課題
・機器設計のフィードバックに伴う

建屋基本設計の見直し

▽基本設計完了
（2023年度）

機器設計

耐震設計
機器(保管容器設計含む)・建物詳細設計，
建築確認申請

地盤改良・建屋工事，
機電設備製作・設置

処理開始

建屋基本設計

（フィルタープレス機/セル
仕様検討・モックアップ評価）

モックアップ

（模擬スラリー）

▽詳細設計完了/現場着工
（2024年度）

▽ 脱水開始
（2026年度）

実施計画
補正申請

技術会合

建屋配置
成立性確認

（2023年度）

機器設計
成立性確認

（2023年9月）

抜出装置設計検証

成立性検討

耐震・閉じ込め条件確定

▽ ▽

スラリー安定化処理設備の処理開始までのスケジュールは以下の通り。

報告済み



(参考)ＨＩＣ保管容量の見通しについて
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HICの保管容量については，使用済みセシウム吸着塔一時保管施設（第三施設）の21ブロック目まで
の拡張を計画済みである（保管容量：4768基）。
新たに第三施設北側に3ブロックまで増設可能なエリアを確保し，最大5344基目までの保管容量の増
設を見込める。
増設については，今後のHIC発生量等を考慮しながら判断していく。

H
IC

保
管

容
量

（
基

） 20BL増設後（4576基）

21BL増設後（4768基）

19BL設置済（4384基）

・スラリー安定化処理
初年度400基/年，以降，600基/年の処理を想定

・スラリー安定化処理設備の運用開始後は、積算
吸収線量が多く、処理の優先度が高いHICから
処理を実施していき、保管しているHICの処理
が完了した後は、新たに発生したHICを直接処
理していく計画


